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令和４年度 館林市立第一中学校

学校経営のグランドデザイン
■ 学校教育目標

（基本目標）「豊かな心をもち、たくましく、実践力のある生徒」
（具体目標）○自己のよさを生かす生徒の育成

○高い学力を身に付けた生徒の育成
○進んで体を鍛える生徒の育成
○郷土に対する深い愛情や誇りがもてる生徒の育成

■ 目指す学校像
○生徒が笑顔で楽しく学べる学校 ○保護者・地域から信頼される学校 ○教職員にとって働きがいがある学校

■ ＩＣＴを活用した教育推進と八つの重点

ＩＣＴを活用した教育推進
①教職員の働き方改革を踏まえた教育活動 ②「新しい生活様式」を踏まえた教育活動

〇長時間勤務の改善に向けた具体的取組の推進 〇日常的な新型コロナウイルス感染症対策の継続

〇教職員の職能成長や学校組織の活性化、適材適所の人材登用 〇教育活動における新型コロナウイルス感染症対策の徹底

〇ワークライフバランスを重視した職場環境の整備

八つの重点
１ 生徒の命・安全を守る教育の充実 ５ 特別支援教育の充実

２ 生徒に力（確かな学力）をつける教育の充実 ６ 生徒指導体制の確立

３ 豊かな人間性の育成 ７ 家庭や地域社会との連携・協働

４ 健やかな体の育成 ８ 教師力の向上と働きがいがある職場づくり

■ 具体的施策

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

生徒の命・安全を 生徒に力をつけ 豊かな人間性の 健やかな体の 特別支援教 生徒指導体制 家庭や地域 教師力の向上

守る教育の充実 る教育の充実 育成 育成 育の充実 の確立 社会との連 と働きがいが
携・協働 ある職場づくり

○いじめ防止基本方
針に基づく取組の
充実、いじめ未然
防止と早期発見
・早期対応・再発
防止

〇ＳＯＳの出し方教
育の推進とＳＯＳ
の受け止め体制の
整備

〇登下校時の交通
安全・不審者対応
等、関係機関と連
携した取組の推進

〇自然災害等から
主体的に身を守る
ための特別活動、
総合的な学習の
時間を活用した防
災教育の充実

〇リスクマネジメント
とクライシスマネジ
メントに係るマニュ
アル等の作成と活
用

○「個別最適

な学び」と「協

働的な学び」

の一体的な充

実に向けたIC

Tの有効活用

の促進

○「主体的・対

話的で深い学

び」の実現に

向けた授業改

善の推進

〇学習改善や指

導改善につな

がる指導と評

価の一体化の

充実

○道徳教育の重

点目標の設定

及び、道徳科の

目標を踏まえた

授業の充実－

情報モラルに関

する指導の充

実

○多様化・深刻化

する人権重要

課題への対応

◎不登校傾向生

徒個々の実態・

環境に応じた多

様な支援

◯ＩＣＴを活用し

た学習支援、

家庭訪問、電

話連絡等による

相談支援

〇運動できる時

間・空間・仲

間の確保を

通した、身体

活動量の増

加に向けた

取組の充実

〇栄養教諭等

を中核とした

家庭 との連

携による食育

の推進

〇生活習慣病

予防対策基

本方針等を

踏まえた望

ましい生活習

慣の定着を

図るための取

組の推進

〇「個別の教育

支援計画」

「個別の指導

計画」に基づ

く、個々の生

徒の実態及

び配慮等を

踏まえた支

援（関係機関

との連携した

支援）

○通常学級に

おける発達障

害等をかかえ

る生徒への

支援

○ＩＣＴの有効活

用による指導

内容の充実

と特別支援

教育の質の

向上

○特別な援助

が必要な生

徒に対する

学校内外に

おけるチーム

支援（SC・S

SW等を活用

した教育相談

体制の充実）

○一中生徒指

導の六つの

重点目標に

係る指導の

徹底

◯自己管理能

力の育成－

新しい生活

様式を踏ま

えた行動、

交通事故防

止に向けた

行動

○地域学校協

働活動 と コ

ミュニテ ィ ・

ス ク ー ル の

一体的推進

〇グランドデザ

イ ン 等 を 活

用 した学校

の目標や ビ

ジ ョ ン の 共

有

○学校評価結

果等の情報

開示 、及び

その結果を

ふまえた学

校更新

○教員の協働
性 を生か し
た授業構想
・ 参 観 ・ 検
討 な ど 、 校
内研修の活
性化

○ Ｏ Ｊ Ｔ 、 メ ン
ター研修の
推進 、及 び
ラ イ フ ス テ
ージ研修等
への参加

○校務の効率
化と勤務時
間の適正化

○規律確保行
動計画に基
づいた継続
的な取組の
推進

○報告 ・連絡
・ 相 談 の 徹
底 、及び全
教職員の共
通理解と参
画意識の高
揚


